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質問 1 
脊椎固定術等に使用する人工骨（汎用型・吸収型・多孔体・蛋白質配合型（商品名：グ

ラフトンパティ）について、１椎間 2ml までで査定される傾向にありますが、１椎間につ

き 2ml までと上限が決まっているかご教授ください。 

MEMO： 

 

 

 

 

 

 

 

質問 2 
陥入爪手術 2（爪床爪母の形成を伴う複雑のもの）を算定した場合、1（簡単なもの）に

減点される場合がありますが、どのような場合は減点になるのでしょうか。ご教授くださ

い。 

MEMO： 
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質問 3 
酸素の最大投与量は 7200L が最大量なのでしょうか。ご教授ください。 

 

MEMO： 

 

 

 

 

 

 

 

質問 4 
右坐骨神経痛に対し内服や理学療法に改善なく疼痛忍容不可との訴えにて、鎮痛並びに

神経の炎症軽減目的に仙骨硬膜外ブロックを行った。 

仙骨部硬膜外ブロック（局所麻酔剤又はボツリヌス毒素）、ケナコルト－Ａ筋注用関節

腔内用水懸注 40mg／1ml、キシロカイン注ポリアンプ１％ 10ml １管、生理食塩液 20ml 

１管に対して、ケナコルト－Ａ筋注用関節腔内用水懸注のみ査定されました。（病名及び

詳記コメントを記載済みでした。）どのような場合に減点になるのでしょうか。ご教授く

ださい。 

MEMO： 
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質問 5 
胃潰瘍の治療（投薬）は症状が落ち着いていて処方なしの場合、腰痛等でロキソニン投

与すると禁忌扱いとなるのでしょうか。ご教授ください。 

MEMO： 

 

 

 

 

 

 

 

質問 6 
外来診療料に包括検査になる項目（末梢血液一般検査等）検査のみ来院時に検査点数は

算定できるかご教授ください。（外来診療料の算定がないため。） 

MEMO： 
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質問 7 
脈波図２誘導検査について、糖尿病で投薬治療をしている患者に対しての施行は認めら

れるでしょうか。ご教授ください。 

MEMO： 

 

 

 

 

 

 

 

質問 8 
大腸がん疑いで陽性結果が出た場合、腫瘍マーカー検査は認められるでしょうか。ご教

授ください。 

MEMO： 
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質問 9 
挫傷に対する局所診断を目的とした超音波検査は認められるでしょうか。ご教授くださ

い。 

MEMO： 

 

 

 

 

 

 

 

質問 10 
院内で陽性患者が出た場合、職員に PCR 検査を行う時があるが、どこまで保険請求が可

能かご教授ください。 

また、COVID19 疑いで検査を行う場合、基本は月２回まで請求可能との認識ですが、熱

が下がらない等で発熱外来に月に何度も来院する場合、PCR 検査の請求は認められないの

でしょうか。併せてご教授ください。 

MEMO： 
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質問 11 
糖尿病の疑いで実施した抗ＧＡＤ抗体検査を査定されました。保険診療上適当でないと

の理由であり、また対象疾患が見受けられないということでした。どのような場合は認め

られるでしょうか。ご教授ください。 

MEMO： 
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